





























































　第 1 章　 予備的考察
　第 2 章　 近代日本の「調理」の特徴からみる時期区分と調理教育
　第 3 章　 1886（明治 19）年創刊の料理雑誌『庖丁鹽梅』にみる
調理教育
　第 4 章　 大日本割烹学会石井式割烹教場における男女両性の調理
教育
　第 5 章　 赤堀割烹教場における中流階層の「婦人」を対象とした
調理教育
　第 6 章　 1905（明治 38）年創刊の料理雑誌『月刊　食道楽』に
みる調理教育
　第 7 章　 1913（大正 2）年に創刊された中流階層の「婦人」を
対象とした料理雑誌『料理の友』にみる調理教育










































た著作である。第 5 回奨励賞の選考対象として、2 冊の単行本の推薦があり、ほかに自薦・他
薦を含みテーマに合致する論文の応募はなかった。奨励賞選考委員会は、2 月12日、3 月 7 日、
4 月12日の 3 回にわたり開催された。まず、第一次選考の候補作として、博士論文をもとに









て 2005 年 10 月より大学院生活機構研究科博士課程に入学し、天野寛子生活機構研究科教授
















































































































　副 賞 件 数　1 件
　副 賞　30万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
　　　　　　　　 2012年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単行本
に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2012年12月 1 日から2013年 1 月31日
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2013年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
　副 賞 件 数　1 件
　副 賞　10万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
　　　　　　　　 2012年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単行本・
論文（博士論文を含む）に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2012年12月 1 日から2013年 1 月31日
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2013年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
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第 5 回（2012 年）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
　贈 呈 式　2013年 5 月28日
８．選考委員
学内選考委員（研究賞・研究奨励賞）
　学校法人昭和女子大学理事長 平尾　光司
　昭和女子大学学長・女性文化研究所所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 志摩　園子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 粕谷美佐子（大学院生活機構研究科准教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
　早稲田大学大学院法務研究科教授 浅倉むつ子
　内閣府男女共同参画局長 佐村　知子
